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表紙/法学部の秋
（西宮上ケ原キャンパス）
秋は鮮やかな紅葉で彩ら
れるキャンパス。中央芝生
のシュロの木に芽をふい
たハゼの木も紅く色づく。

音
楽
や

映
像
メ
デ
ィ
ア
で

よ
り
豊
か
で
楽
し
い
生
活
を

ユ
ニ
ー
ク
な
研
究

時
代
を
リ
ー
ド
す
る



音
楽
の
専
門
的
な
知
識
や
技
術
が

な
く
て
も
好
み
の
曲
を
表
現
で
き

る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り
組
ん

だ
り
、
メ
デ
ィ
ア
が
人
の
心
に
与

え
る
影
響
を
分
析
し
て
よ
り
良
い

メ
デ
ィ
ア
表
現
の
在
り
方
を
探
っ

た
り
。
理
工
学
部
情
報
科
学
科
で

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
、

私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
豊
か
で
楽

し
い
も
の
に
す
る
た
め
の
ユ
ニ
ー

ク
か
つ
最
先
端
の
研
究
が
進
ん
で

い
る
。

受
動
か
ら
能
動
へ

音
楽
鑑
賞
を
楽
し
む

シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

　

20
世
紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
を
代
表

す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・

コ
ル
ト
ー
の
演
奏
曲
。
こ
の
名
演
奏

を
、〝
手
振
り
〞と
い
う
簡
単
な
拍
子

を
打
つ
動
作
に
よ
っ
て
速
度
や
音
量

を
自
在
に
操
作
し
、
ま
る
で
指
揮
者

に
な
っ
た
よ
う
な
感
覚
で
自
ら
が
考

え
る
演
奏
表
現
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
。

　

こ
れ
は
、
人
が
用
意
し
た
音
楽
を

受
動
的
に
聞
き
流
す
ス
タ
イ
ル
と

な
っ
て
い
る
音
楽
鑑
賞
を
、
よ
り
主

特　　集
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体
的
、
能
動
的
に
楽
し
む
た
め
の
シ

ス
テ
ム
の
一
つ
。「
著
名
な
音
楽
家
の

演
奏
を
借
り
る
こ
と
で
、
技
術
が
な

く
て
も
表
現
に
積
極
的
に
参
加
で
き
、

自
分
が
思
い
描
く
イ
メ
ー
ジ
の
音
楽

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
、
開

発
に
携
わ
る
片
寄
晴
弘
教
授
は
話
す
。

鼻
歌
を
バ
ッ
ハ
風
に

音
楽
の
表
情
を

自
在
に
デ
ザ
イ
ン
す
る

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
の
が
、
音

楽
の
特
徴
を
転
写
、
つ
ま
り
真
似
す

る
「
時
系
列
メ
デ
ィ
ア
の
デ
ザ
イ
ン
転

写
技
術
」
だ
。
楽
譜
な
ど
の
客
観
的

デ
ー
タ
だ
け
で
な
く
、
音
量
や
テ
ン

ポ
、
和
音
内
の
微
妙
な
音
の
ゆ
ら
ぎ

な
ど
ナ
イ
ー
ブ
な
知
覚
・
認
知
に
か
か

わ
る
部
分
を
数
値
化
し
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
扱
え
る
よ
う
な
形
に
し
て
演

奏
の
表
情
を
モ
デ
ル
化
す
る
。
そ
れ

が
演
奏
者
の〝
ら
し
さ
〞、
個
性
で
あ

り
、
こ
の
個
性
を
集
積
し
た
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
基
本
と
し
て
、
別
の
演
奏

に
適
応
さ
せ
れ
ば
、「
○
○
風
」
の
演

奏
に
変
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
も
の
だ
。

　

例
え
ば
、
思
い
つ
い
た
鼻
歌
を
パ

ソ
コ
ン
に
入
力
し
、「
バ
ッ
ハ
風
」「
コ

ル
ト
レ
ー
ン
風
」
と
い
っ
た
具
体
的
な

目
標
事
例
を
示
す
だ
け
で
、
そ
れ
風

の
音
楽
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
る
し
、
A

さ
ん
の
曲
の
テ
ン
ポ
と
B
さ
ん
の
曲
の

音
量
を
1
曲
に
ま
と
め
る
こ
と
も
で

き
る
。
ひ
い
て
は
、
美
空
ひ
ば
り
が

宇
多
田
ヒ
カ
ル
の
曲
を
歌
う
こ
と
も
、

中
村
紘
子
の
演
奏
の
タ
ッ
チ
で
ブ
ー

ニ
ン
の
テ
ン
ポ
を
表
現
す
る
こ
と
も
原

理
的
に
は
可
能
に
な
る
と
い
う
。

　
「
プ
ロ
で
な
く
て
も
、
簡
単
に
音
楽

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
と
い
う
の
が
研
究
の
原
点
。
ア
マ

チ
ュ
ア
作
家
が
よ
り
創
造
的
な
楽
し

み
を
享
受
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
た
い
」

　

自
分
の
好
み
に
つ
く
り
上
げ
た
曲

を
、
自
ら
の
指
揮
で
自
在
に
ア
レ
ン

ジ
す
る
。
そ
ん
な
音
楽
好
き
に
は
た

ま
ら
な
い
楽
し
み
が
、
現
実
に
近
づ

い
て
い
る
。

感
性
と
い
う
情
報
を

反
映
さ
せ
た

よ
り
良
い
メ
デ
ィ
ア
表
現
を

　
「
さ
わ
や
か
な
服
装
」「
秋
ら
し
い

色
」
と
言
わ
れ
て
、
ど
ん
な
服
や
色
を

思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
か
。
実
際
、「
さ

わ
や
か
さ
」
や
「
秋
ら
し
さ
」
を
ど
の

よ
う
に
感
じ
、
受
け
止
め
る
か
は
人

4

手を振るだけで、音楽の速度や音量が操作できる

　独立行政法人科学技術振興機構

が実施する戦略的創造研究推進事

業CRESTの研究領域「デジタルメデ

ィア作品の制作を支援する基盤技

術」において、2005年度採択テーマ

に、片寄晴弘教授の「時系列メディ

アのデザイン転写技術の開発」が選

ばれた。片寄教授を代表者に、長田

典子助教授らによる研究チームを編

成。約4億円の研究費を受けて、5年

以内の実施期間で研究を推進してお

り、成果はワークショップやシンポジウ

ムなどで発表している。

片寄教授が代表を務め
デジタルメディア領域

CRESTの
研究を推進



に
よ
り
異
な
る
。
こ
の
よ
う
な
受
け

止
め
方
の
違
い
は
個
人
の
感
性
の
違

い
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
と
と
ら
え
、
感

性
の
違
い
が
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
を

探
り
、
感
性
と
い
う
情
報
を
反
映
し

た
よ
り
良
い
メ
デ
ィ
ア
の
在
り
方
を

研
究
し
て
い
る
の
が
長
田
典
子
助
教

授
だ
。

　

研
究
の
一
つ
に
、
2
0
0
0
人
に
1

人
が
持
つ
と
い
わ
れ
る
共
感
覚
が
あ

る
。「
ソ
ー
ス
の
味（
味
覚
）に
と
ん
が
っ

た
形（
触
覚
）を
感
じ
る
」「
人
の
名
前

（
聴
覚
）に
青
い
色（
視
覚
）を
イ
メ
ー

ジ
す
る
」
な
ど
、
脳
が
複
数
の
感
覚
に

ま
た
が
っ
て
認
識
す
る
こ
と
で
、
生
後

ま
も
な
く
は
誰
も
が
こ
の
共
感
覚
を

持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

音
を
聴
く
と
色
が
見
え
る

共
感
覚
を
計
測
し

聴
覚
と
視
覚
の
関
係
を
探
る

　

そ
の
一
種
の
色
聴
は
、

イ
長
調
の
音
楽
を
聴
く

と
赤
色
が
見
え
る
…
と

い
う
よ
う
に
、
音
を
聴

く
と
、
あ
る
色
が
漠
然

と
見
え
て
く
る
と
い
う

も
の
。
長
田
助
教
授
自

身
も
色
聴
保
持
者
で
、
音
に
色
を
感

じ
る
と
い
う
。

　

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
感
覚
が
生
ま
れ

る
の
か
。
3
人
の
色
聴
保
持
者
に
音

楽
を
聴
か
せ
、
色

の
知
覚
に
関
係
し

て
い
る
と
さ
れ
る

脳
内
の
領
域
で
実

際
に
活
動
が
生
じ

て
い
る
か
を
計
測

し
た
結
果
、
活
動

が
確
認
さ
れ
た
。

　
「
色
聴
が
、
聴
覚

系
と
視
覚
系
の
直

接
的
な
相
互
関
係

に
よ
っ
て
生
じ
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
」
と
長
田
助

教
授
。「
共
感
覚
が

万
人
に
備
わ
っ
た

機
能
で
あ
る
な
ら

ば
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ア
ー
ト
や
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
制
作
に
役
立
て
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
話
す
。

　

ま
た
、
聴
覚
と
視
覚
の
関
係
は

C
M
の
中
に
も
存
在
す
る
と
い
う
。

1
7
0
種
の
C
M
サ
ン
プ
ル
を
調
べ
た

結
果
、
ヘ
長
調
な
ど
♭
の
音
楽
に
は

鮮
や
か
な
映
像
が
使
用
さ
れ
、
ト
長

調
や
ニ
長
調
な
ど
の
♯
の
音
楽
に
は

落
ち
着
い
た
映
像
が
使
わ
れ
て
い
た
。

　
「
視
覚
と
聴
覚
に
は
何
ら
か
の
関
係

が
あ
り
、
私
た
ち
が
無
意
識
の
う
ち

に
持
っ
て
い
る
も
の
が
、
C
M
の
よ
う

な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
表
わ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

　

望
ま
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
在
り
方
を

追
究
し
、
多
方
面
か
ら
メ
デ
ィ
ア
コ

ン
テ
ン
ツ
と
感
性
の
関
係
性
に
迫
っ
て

い
る
。

特　　集
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　2002年4月に開設。情報技術や知

的情報処理の研究、創造的技術の実

践と研究、健全なシステム基盤の研究

などを通じ、次世代IT技術を創造する

力を身につける。情報科学・工学分野

における研究者、技術者の養成に力

を入れ、世界を舞台に活躍できる人材

の育成をめざす。

　06年3月には第1期生140人が卒

業。そのうち55％が、理工学研究科に

新設された情報科学専攻など大学院

に進学した。就職組では、日本アイ・ビ

ー・エム㈱やヤフー㈱、NTTコミュニケ

ーションズ㈱など、情報・通信関連企

業への就職内定率が約半数に達した。

聴覚と視覚の関係を脳内の活動で確認する

脳の血流計測装置（NIRS）を使った実験

理工学部
情報科学科
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理工学研究科後期課程1年生
（中津研究室）

篠崎邦耶さん

　ロボットに足りないのは人間らしさです。すでに開発されている2足歩行のロ
ボットにしても、歩くことは得意ですが、私たちが日常、無意識に表現する身振り
手振りなどは得意ではありません。その人間らしい動きが自動的にできるようなプ
ログラムが組めれば、ロボットの活用範囲はさらに広がるのではないでしょうか。
　人間らしい滑らかな動きが出せるものとして、まず太極拳を選び、その所作をさ
せてみました。さらにユニバーサル・スタジオ・ジャパンでパフォーマンスを披露して
いるプロダンサーと共同でダンスの動きを研究しています。肩やひじ、もも、ひざ、
足首など21カ所の稼動部分の動作を組み合わせて、ムーンウォークから激しい
踊りまでパソコンで制御します。
　今は、人間らしい日常の動作とはどういうものなのかを探っている段階です。そ
のためには人間のことをどんどん追究していく必要があり、文学部の総合心理
科学科などと連携し、情報交換したり共同研究できればと思っています。それと
同時に、人間の動きをそのままサイズダウンしたのでは動きが小さくなり、インパク
トがなくなるため、ロボットのサイズに合った動き、適した動きができるように解明
していきたいと思います。

マルチメディアやCG、ロボットなど、

学生たちも多彩な分野で興味深い研究に取り組んでいる。

企業と共同で製品化に取り組んだり、学会で発表したり、

またコンテストで受賞したり。着実な成果を挙げている。

人間について追究し
ロボットに人間らしい動きを

理工学研究科前期課程1年生
（長田研究室）

鵜野仁史さん

　コンピューターの発達に伴い、CGといわれる画像作成の分野でも、よりリアル
な表現ができるようになりました。しかし、現状の3DCG（三次元コンピューターグラ
フィックス）制作においては、リアルな質感表現へ近づけていくのは制作者による
手作業であり、大きな手間や時間がかかってしまいます。
　そこで、制作コストの削減を目的に、デジタルファッション株式会社との共同研
究を開始しました。透過特性を持った布に着目し、その素材の質感を基に完成品
となるカーテンの3DCGの作成に取り組んでいます。
　全方位光学測定装置を使い、サンプルの布片にいろいろな方向角度から光を
当てて撮影。異方性透過関数を計測し、コンピューターで処理して画像化します。
さらに動画化することで、光の透け具合、風が吹いたときの揺れ具合など布の動き
に豊かな表情が与えられ、より質の高いシミュレーション画像となります。
　現在は、布の構造を解析してモデル化することで、実際に布を計測しなくても計
算により描画できるような3DCG作成アプリケーション用プラグインの開発をめざ
しており、最終的には、カーテンのアニメーションカタログ制作を目標としています。

布の透過特性を計測し
カーテンの三次元CGを制作
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学生たちの研究も
着 と々進行中
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理工学研究科前期課程1年生
（片寄研究室）

小岩亮太さん

　作品が演出者や鑑賞者などの働き掛けにより変化するという双方向性を持つコンテ
ンツの中でも、特に人と人を結び付ける性質を持つものを制作しています。
　今年に入ってから半年かけて作成したのが「Crossing Colorful Communications」。
3人が各自マイクを持って音声を発すると、それぞれの音声が赤、青、緑の物体に変換
されます。音の大きさは物体の大きさに、音の高さは物体の移動の仕方や速さに関係し
ており、物体が融合したときの効果を見て楽しもうというものです。融合する色や位置に
応じていろいろな効果が起きるようにしています。日本科学未来館での「国際学生対抗
バーチャルリアリティコンテスト」では子どもたちに大人気で、観客投票数1位の作品に
贈られる未来観客賞を受賞しました。作品自体がコミュニケーションの媒介となり、交流
関係が広がっていけばと思っています。
　こうなるとこういう色が出る、この場所でぶつかるとこう変化するなど、効果を考えながら
根本的なシステムをつくるのが大変でしたが、それ以上に、そこから改良していくのに手間
がかかります。ビジュアル面、物体の飛ばし方など試行錯誤しながら磨きをかけています。
　温かくてやわらかい、ポップで親しみやすいをキーワードに、今後もみんなで楽しめる作
品を制作したいです。

音によるコミュニケーションを
見て楽しむ作品

理工学研究科前期課程1年生
（長田研究室）

宮本直幸さん

　初対面の人と話をした後に実年齢を聞いて、「もっと年上だと思ったのに…」と
必要以上にへりくだった自分に気付くことがあります。これは自分自身の年齢を実
年齢より若く錯覚しているからです。
　そこで、自分自身がイメージする自己の年齢を主観年齢と定義し、他人の顔画像
から主観年齢を推定する方法を考えました。被験者と年齢の近い顔画像60枚を
呈示し、「自分より年上か年下か」を5段階で評価してもらい、顔画像と実年齢の差
と、5段階評定値のペアデータにより主観年齢を推定します。
　20歳から70歳までの男女160人に対して実験をした結果、平均的には自分を
実際より約2歳若いと〝錯覚〞していることが分かりました。また、女性より男性の方
が錯覚の度合いが大きいこと、年を取るにつれて錯覚の度合いが小さくなり実年
齢に近づくことも判明しました。逆に、顔画像について、人からイメージされる見かけ
の年齢を算出すると、35歳以上では笑顔の方が真顔よりも年上に見られるという
結果も出ています。
　今後は、外国人と比較をしたり、職業別の評価特性などについても調べてみた
いと思います。

他人の顔画像から自分の年齢をイメージ
実年齢より約2歳若いと〝錯覚〞


